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災害発生日時　　　　　　　　　　　　

被 部門 生産管理部　製造課 雇用形態 正社員

災 年齢 55歳 性別：　男 勤続年数 35年 経験年数 35年

者 傷病名

傷病部位

状況概略（写真orイラスト） 　　　　　

災

害

より停止していると思い込んでいたが、機械は動い

発 ており、紐を結束するための金属棒が左目横に

直撃した。

生

状

況

災害の型※１） 3　激突 作業の形態　：　非定常

起因物： 自動結束機 特記事項 2針縫合

1.人的要因(man)　：　機械は停止していると思い込んでいた。

原

因 2.物に関する要因（machine）　：　直近で、同様の結束異常が数回発生していた。

分

類 3.環境要因（media)　：　設備内に簡単に進入できる状態であった。

4.管理的要因（management)　：　異常時処置マニュアルの内容の周知が不十分であった。

・設備進入口へチェーン・看板を設置し注意喚起と共に簡単に進入できないようにする。

対 ・異常時処置マニュアルの更新をする。

・設備メーカーにて、点検・取り扱いに対する説明教育を実施。

策 ・紐の種類を設備メーカー推奨品に変更する。

対策分類※2)
： 1-6教育、　2-4危険認識

※１）
①から選択

※２）
②から選択（複数可）

日塗工
整理№

　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

発生会社　事業所  

　2016年1月19日（火）　15時15分　　　天候（晴）　温度（　　　℃）　湿度（　　％）

災害区分 　　　　　不休災害　　　　

病名　(　裂傷　)

顔面

シガプラント1F　充填ラインにおいて石油缶

自動結束機の紐の結束異常が発生した為、結束

機内部に入り、修復作業を行った。機械が異常に
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